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主
な
内
容

手を洗おう！
日本人にとって、手洗い・うがい・マスクの着用は日常生活の一部であり、
幼少期から当たり前の習慣として根付いているそうです。
普段からの衛生習慣が健康維持に大切なことなのかもしれませんね。
（写真はデイサービスご利用のみなさま）

喜多方市社会福祉協議会公式

社 協
だより



主
な
新
規
事
業

令和２年度 社会福祉法人喜多方市社会福祉協議会予算

会費収入

寄附金収入

市補助金収入

県社協補助金収入

共同募金・歳末たすけあい配分金収入

受託金収入

利用料収入

負担金収入

介護保険事業収入

障害福祉サービス等事業収入

受取利息配当金収入

その他の収入

前期末支払資金残高

　　　　 合　　　　　計

収　　　　入

3,200

14,526

78,184

1,290

9,205

397,982

14,394

970

344,630

8,506

302

45,830

16,000

935,019

法人運営事業

地域福祉推進事業

介護保険事業

障がい者総合支援事業

地域包括支援センター事業

災害ボランティアセンター事業

　　　　 合　　　　　計

支　　　　出

116,624

413,439

314,607

8,506

81,791

52

935,019

<社会福祉事業会計　収支内訳>

＜単位：千円＞

地域福祉活動計画を策定しました！！
地域福祉の一層の推進を図るため、令和2年度から令和7年度ま

での6年間を期間とした「喜多方市地域福祉活動計画」を喜多方市
と一体となり策定しました。
この計画策定には、福祉施設、福祉団体、関係機関等の代表者

10名の皆様に策定委員として参画を頂き、喜多方市の福祉課題を
整理し、どんなことに取り組んだらよいかなどの検討を頂きまし
た。
今後、計画に掲げた事項を市民の皆様と協働し実践してまいり

ますので、ご理解とご協力をお願いいたします。

～～基本方針～～
「みんなで支え　未来の地域を築く　安心・快適なまち　きたかた」

基　本　目　標

基本目標 1

基本目標 2

基本目標 3

基本目標 4

地域をつなぐ「きずな（絆）」づくり

地域を支える「たいりょく（体力）」づくり

安全・安心に暮らせる「かんきょう（環境）」づくり

一人ひとりを守る「たいせい（体制）」づくり

地域での支え合いの仕組みづくりの支援等

各地域の介護予防や日常生活への支援活動の推進等

地域での見守り活動への支援等

他の社会福祉法人と連携した地域貢献活動の推進等

主な取り組み

　
市
民
の
皆
様
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
き
が
い
を
持

ち
安
心
し
て
生
活
で
き
る
福
祉
社
会
の
実
現
の
た
め
、

各
種
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
尚
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
っ

て
、
事
業
の
中
止
や
延
期
、
時
期
の
見
直
し
が
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
都
度
、
市
民
の
皆
様
に
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
主
な
事
業

総
務
事
業
部
門

⑴
介
護
職
員
初
任
者
研
修
事
業
（
夜
コ
ー
ス
）

⑵
第

１６
回
社
会
福
祉
大
会
の
開
催

⑶
ふ
れ
あ
い
社
会
福
祉
講
座
の
開
催

⑷
高
齢
者
生
産
活
動
セ
ン
タ
ー
各
グ
ル
ー
プ
の
活
動
支
援

⑸
児
童
館
の
運
営
支
援

⑹
成
年
後
見
制
度
・
法
人
後
見
調
査
研
究
事
業

⑺
家
族
介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業

⑻
指
定
管
理
６
施
設
の
運
営
管
理

⑼
居
宅
介
護
支
援
事
業
／
訪
問
介
護
事
業
／
通
所
介
護

事
業

⑽
い
き
い
き
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

地
域
福
祉
部
門

⑾
地
域
福
祉
活
動
計
画
推
進
委
員
会
の
設
置

⑿
社
協
ま
つ
り
の
開
催

⒀
第
２
層
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
業
務

⒁
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
に
向
け
た
生
活
支
援

支
え
合
い
組
織
の
設
置
と
運
営

⒂
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営

・
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

・
児
童
・
生
徒
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
普
及
事
業
の

推
進
／
福
祉
作
文
集
「
ち
い
さ
な
て
」
の
発
行

・
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業

・
サ
マ
ー
シ
ョ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
事
業

・
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業

・
子
育
て
、
福
祉
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

   

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
啓
発
講
座

・
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営

⒃
福
祉
団
体
の
育
成
支
援

⒄
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
事
業

⒅
ミ
ニ
サ
ロ
ン
等
交
付
金
事
業　

⒆
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

⒇
小
口
生
活
援
助
資
金
貸
付
事
業

㉑
お
も
ち
ゃ
図
書
館
事
業

㉒
陶
芸
教
室
の
開
講
（
塩
川
地
区
）

㉓
支
部
社
協
事
業
の
活
動
支
援

㉔
生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
運
営

・
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
相
談
支
援
及
び
就
労
支
援

・
就
労
体
験
事
業

・
フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業（
支
援
を
要
す
る
方
へ
の
食
料
の
提
供
）

㉕
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営

・
総
合
相
談
支
援
、
権
利
擁
護
事
業

・
包
括
的
・
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
事
業

・
地
域
包
括
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

・
地
域
ケ
ア
会
議
の
開
催

・
介
護
予
防
支
援
事
業

㉖
日
本
赤
十
字
社
福
島
県
支
部
喜
多
方
市
地
区
業
務

㉗
喜
多
方
市
共
同
募
金
委
員
会
業
務

令
和
2
年
度 

喜
多
方
市
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
計
画

重
点
事
業

１ 

健
全
経
営
の
確
立

２ 

地
域
福
祉
活
動
計
画
に
基
づ
く
事
業
の
推
進

３ 

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
の
推
進

４ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
の
充
実
強
化

〇
認
知
症
や
障
が
い
な
ど
で
、
支
援
を
必
要
と
さ
れ
る
方

の
財
産
や
権
利
を
守
る
た
め
「
成
年
後
見
制
度
・
法
人

後
見
調
査
研
究
事
業
」
に
取
り
組
み
、
今
後
の
社
協
活

動
の
方
向
性
を
確
立
し
ま
す
。

〇
な
か
な
か
就
労
で
き
な
い
、
続
か
な
い
と
い
っ
た
方
を

対
象
に
、
就
労
や
他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

体
験
を
通
し
、
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
一
般
就
労
に
向
け

た
き
っ
か
け
づ
く
り
と
す
る
た
め
、
環
境
整
備
や
軽
作

業
を
体
験
で
き
る
就
労
体
験
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

〇
福
祉
分
野
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ニ
ー
ズ
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
し
た
い
市
民
の
方
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
た
め
、

ニ
ー
ズ
の
把
握
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録
を
す
す
め
、

市
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

〇
地
域
福
祉
活
動
計
画
推
進
委
員
会
を
設
置
し
、
本
会
事

業
活
動
の
進
捗
状
況
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な

福
祉
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
地
域
福
祉
の
推
進
を
図
り
ま
す
。
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令和２年度 社会福祉法人喜多方市社会福祉協議会予算

会費収入

寄附金収入

市補助金収入

県社協補助金収入

共同募金・歳末たすけあい配分金収入

受託金収入

利用料収入

負担金収入

介護保険事業収入

障害福祉サービス等事業収入

受取利息配当金収入

その他の収入

前期末支払資金残高

　　　　 合　　　　　計

収　　　　入

3,200

14,526

78,184

1,290

9,205

397,982

14,394

970

344,630

8,506

302

45,830

16,000

935,019

法人運営事業

地域福祉推進事業

介護保険事業

障がい者総合支援事業

地域包括支援センター事業

災害ボランティアセンター事業

　　　　 合　　　　　計

支　　　　出

116,624

413,439

314,607

8,506

81,791

52

935,019

<社会福祉事業会計　収支内訳>

＜単位：千円＞

地域福祉活動計画を策定しました！！
地域福祉の一層の推進を図るため、令和2年度から令和7年度ま

での6年間を期間とした「喜多方市地域福祉活動計画」を喜多方市
と一体となり策定しました。
この計画策定には、福祉施設、福祉団体、関係機関等の代表者

10名の皆様に策定委員として参画を頂き、喜多方市の福祉課題を
整理し、どんなことに取り組んだらよいかなどの検討を頂きまし
た。
今後、計画に掲げた事項を市民の皆様と協働し実践してまいり

ますので、ご理解とご協力をお願いいたします。

～～基本方針～～
「みんなで支え　未来の地域を築く　安心・快適なまち　きたかた」

基　本　目　標

基本目標 1

基本目標 2

基本目標 3

基本目標 4

地域をつなぐ「きずな（絆）」づくり

地域を支える「たいりょく（体力）」づくり

安全・安心に暮らせる「かんきょう（環境）」づくり

一人ひとりを守る「たいせい（体制）」づくり

地域での支え合いの仕組みづくりの支援等

各地域の介護予防や日常生活への支援活動の推進等

地域での見守り活動への支援等

他の社会福祉法人と連携した地域貢献活動の推進等

主な取り組み

3 きたかた社協だより



賀寿祝い　おめでとうございます賀寿祝い　おめでとうございます
　高郷デイサービスセンターをご利用の和田隆子さんが100歳を迎
えられ、3月9日に賀寿のお祝いが行われ、福島県知事から賀寿祝と記
念品、喜多方市からお祝い金の贈呈がありました。
　また、ご家族からの記念品贈呈や、一緒にデイサービスを利用され
ている方からお祝いの言葉があり、和やかな賀寿贈呈式となりました。
　長生きの秘訣は「野菜を主食として好き嫌いなくキチンと3食、食べ
ること」とのことです。
　和田隆子さん、これからも元気にデイサービスにいらしてくださいね！
おめでとうございます！

おうち時間を楽しもう★簡単おやつのご紹介★おうち時間を楽しもう★簡単おやつのご紹介★
　塩川支所おもちゃ図書館で食生活改善推進委員会塩川グループさん
に作っていただいた簡単おやつが好評です。レシピをご紹介しますので
お子様と一緒にご家庭でぜひ作ってみてください！
「ブラマンジェ」の作り方
材料（４人分）　〇牛乳：400ｍｌ　〇砂糖：30ｇ　〇コーンスターチ：
20ｇ　〇いちご：４個（好みの果物、フルーツソース）
作り方　①鍋に砂糖とコーンスターチを入れ、混ぜ合わせておく。
②①に牛乳を入れ、砂糖とコーンスターチをよく溶かし、中火にかける。
トロミがでてきたら、弱火にし、２分くらい加熱する。③カップに②を入れ
る。④冷蔵庫で冷やし固め、薄切りにしたいちごなど好みの果物や、フ
ルーツソースを添えて出来上がり。

駒形地区生活支援支え合い会議が設立しました。

事業延期のお知らせ
　新型コロナウイルスの感染拡大をうけ、市内での蔓延防止と市民の皆様
の安全確保の観点から、下記の本会主催事業を安全が 確保されるまで延
期いたします。
　事業に参加を予定されておられた皆様にはご迷惑をおかけいたしますが、
ご理解とご協力をお願いいたします。

　楽しみにお待ちいただいてお
りました皆様には誠に申し訳あ
りませんが、毎年６月に開催し
ていました、センター祭りは残
念ながら中止することといたし
ました。 計画：令和２年６月～１２月

高齢者生産活動センター祭り
中止のお知らせ

介護職員初任者研修
計画：令和２年７月

ふれあい社会福祉講座

　令和2年2月22日に地域の代表者をはじめ、喜多方市・社協職
員を委員（２３名）として、駒形地区生活支援支え合い会議が設立
されました。駒形地区には、地域づくりを行う「駒形元気会」が結
成されており、この組織を母体としております。
　今後、生活支援支え合い会議において、既にある支え合い活動
などの地域情報を共有したり、将来に向けて「どのような地域に
したいか」など、地域で安心して暮らし続けるための話し合いを
行っていきます。

－ぼらせん通信－

令和２年４月１日付で喜多方市と本会において「災害時における災害ボランティ
アセンターの設置及び運営の協力に関する協定」を締結しました。
 この協定により、本市においての災害発生時に設置される災害ボランティアセン
ターの設置運営が円滑に進められます。

VOL.4

現在、新型コロナウイルス感染症の影響により、全国的にマスク
が不足しております。
このことから、本会ボランティアセンターでは４月１３日（月）より在
宅でマスクを作成するボランティアさんを募集いたしました。
「こんな時だからこそ、みんなで支え合おう!」を合言葉に、たくさ
んの地域の皆さまの協力をいただく事ができ、多くのマスクを作
成することができました！
作成したマスクは喜多方市を通じて市内の児童等に渡されます。

社会福祉法人 喜多方市社会福祉協議会 ボランティアセンター
住所：喜多方市字上江3646-1　電話：0241-23-3231

喜多方市と災害ボランティアセンターに関する協定の締結！！

手作りマスク作成ボランティア
事業を実施しました！！

ご協力ありがとうございました！！

4きたかた社協だより



－ぼらせん通信－

令和２年４月１日付で喜多方市と本会において「災害時における災害ボランティ
アセンターの設置及び運営の協力に関する協定」を締結しました。
 この協定により、本市においての災害発生時に設置される災害ボランティアセン
ターの設置運営が円滑に進められます。

VOL.4

現在、新型コロナウイルス感染症の影響により、全国的にマスク
が不足しております。
このことから、本会ボランティアセンターでは４月１３日（月）より在
宅でマスクを作成するボランティアさんを募集いたしました。
「こんな時だからこそ、みんなで支え合おう!」を合言葉に、たくさ
んの地域の皆さまの協力をいただく事ができ、多くのマスクを作
成することができました！
作成したマスクは喜多方市を通じて市内の児童等に渡されます。

社会福祉法人 喜多方市社会福祉協議会 ボランティアセンター
住所：喜多方市字上江3646-1　電話：0241-23-3231

喜多方市と災害ボランティアセンターに関する協定の締結！！

手作りマスク作成ボランティア
事業を実施しました！！

ご協力ありがとうございました！！
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　人
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業
・
団
体

このような心配事はありませんか？

喜多方市地域包括支援センターだより

　高齢者のみなさんが住み慣れた地域で安心した生活を続けることができ
るよう、3職種（保健師、経験のある看護師、社会福祉士、主任ケアマネー
ジャー）がチームとなり、連携して相談に対応していきます。必要な時には適
切な機関や窓口につなぎます。

●介護……………介護保険のサービスを利用したいが、どこに
　　　　　　　　相談すればいいの？

●健康……………現在入院中だが、退院後の生活に不安がある。
　　　　　　　　最近物忘れが気になる。

●近隣の高齢者…最近見かけないけど大丈夫かな？
　　　　　　　　近所から時々怒鳴り声が聞こえる。

●財産管理………お金の管理に自信がなくなった。
　　　　　　　　悪質商法にひっかかりそう…など

担当の地域包括支援センターへ、お気軽にご相談ください。

“よらんしょネット”

●熱塩加納サブセンター 0241（36）2336
　熱塩加納保健福祉センター「夢の森」内

●塩川サブセンター　　 0241（27）4047
　塩川保健福祉センター｢いきいきセンター｣内

●本所　0241（21）8856  喜多方市総合福祉センター内
●山都サブセンター 0241（38）3139
　山都高齢者生活福祉センター｢しゃくなげホーム｣内

●高郷サブセンター 0241（44）7111
　高郷高齢者生活福祉センター｢かたくり荘｣内

喜多方市地域包括支援センター

通常の営業日：月曜日から金曜日（祝祭日、年末年始を除く）　8時30分～17時15分

※事前にご予約をいただき、相談対応いたします。

延  長  相  談：事前予約制（祝祭日、年末年始を除く）　17時15分～19時30分
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・仕事がみつからない
・仕事が長続きしない
・働きたいが何から始めればよ
いかわからない

・社会に出るのが不安

・毎月の家計がうまくまわら
ない

・家賃や公共料金が払えない
・税金を滞納している
・借金の返済が大変
・子どもの学費が
　ない

・生活に不安がある
・家族が引きこもっている
・病気で働けなくなった
・病院へ行けない、治療費が払
えない

・お金も食べ物も
　ない

☎0241－23－7373までご連絡ください。
喜多方市生活サポートセンター（社会福祉法人 喜多方市社会福祉協議会内）

こんなことで困っていませんか？

仕事のこと お金のこと くらしのこと

ご相談・
お問合わせは

お問合わせ先

お困りの状況や生活を一緒に考え、整理していく相談窓口です。
状況に応じハローワークや他関係機関へも同行支援します。 です。

相談無料
秘密厳守

一時的な資金の緊急貸付に関するご案内
　新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえ、休業や失業等により生活資金でお悩み
の方々に向けた緊急小口資金等の特例貸付を実施しています。
　福島県社会福祉協議会が実施主体で、喜多方市社会福祉協議会が窓口となります。
　なお、今回の特例貸付は、休業等による収入の減少や失業等が前提となるため生活
保護世帯や従前から就業していない方は対象外となります。
　詳しくは下記の連絡先までお問合せください。ホームページでも内容をご覧いただけ
ます。

主に休業された方向け
緊急かつ一時的に生活の維持が困難となった
場合に、少額の費用の貸付を行います。
◇新型コロナウイルスの影響を受け、休業等に
　より収入の減収があり、緊急かつ一時的な
　生計維持のための貸付を必要とする世帯

主に失業された方等向け
生活再建までの間に必要な生活費用の貸付を
行います。生活サポートセンターによる継続的
な支援を受けることが要件となります。
◇新型コロナウイルスの影響を受け、収入の減
　収や失業等により生活に困窮し、日常生活の
　維持が困難となっている世帯

貸付種類 対象者 貸付上限額

緊急小口資金

総合支援資金
(生活支援費)

・学校等の休業、
  個人事業主等の特例の場合
 　　　　　　…200,000円以内
・その他の場合…100,000円以内

・（二人以上）月200,000円以内
・（単身）　　月150,000円以内

　　　貸付期間：原則3ヶ月以内

据置期間　　1年以内
償還期限　　2年以内
貸付利子・保証人　無利子・不要

据置期間　　   1年以内
償還期限　　 10年以内
貸付利子・保証人　無利子・不要

生活サポートセンターからのお知らせ

●本　　　　所　☎0241-23-7373
●熱塩加納支所　☎0241-36-3112
●塩 川 支 所　☎0241-27-3948

●山 都 支 所 ☎0241-38-3100
●高 郷 支 所 ☎0241-44-7111

社会福祉法人 喜多方市社会福祉協議会

編
集
発
行

社
会

福
祉

法
人

 喜
多

方
市

社
会

福
祉

協
議

会
〒

966-0043 喜
多

方
市

字
上

江
3646番

地
1

ＴＥＬ
 0241-23-3231　

FAX
 0241-23-3296

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
　

info@
kitakata-shakyo.or.jp

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ド

レ
ス

　
http://w

w
w

.kitakata-shakyo.or.jp/

●
熱

塩
加

納
支

所
　

ＴＥＬ
 0241-36-3112　

FAX
 0241-36-2776

●
塩

川
支

所
　

ＴＥＬ
 0241-27-3948　

FAX
 0241-27-3948

●
山

都
支

所
　

ＴＥＬ
 0241-38-3100　

FAX
 0241-38-3137

●
高

郷
支

所
　

ＴＥＬ
 0241-44-7111　

FAX
 0241-44-7112
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